















通」（第 2 章，第 3 章，第 4 章），第Ⅱ部「社会経済環境の変化と水産物流通」（第 5 章，
第 6 章，第 7 章）という 2つのテーマを立て，各地の流通システムを検証した。 
 第Ⅰ部では，大都市を中心とした消費市場と水揚げ港が所在する漁業地域との距離関係
に注目し，これが経営体の出荷行動にどのような影響を及ぼすのかを検討した。 



















 第 7章では，大阪府の船曳網漁業において，2014 年より始まった入札取引がどのように
導入され，その後各経営体に普及していったのかを検討した。大阪府鰮巾着網漁協のリー
ダーシップがその導入に大きく作用したものの，普及段階では魚価の変化を見極めた上で
参加するかどうかを決める各経営体の主体的な意思決定の存在も認められた。 
 以上の事例研究の結果からは，地域の流通システムは，取り巻く社会経済的環境，自然
的環境とそこから作用を受けた様々な主体の活動との関係性の中で形成され，変容してい
く点が明らかとなった。地域的研究を通じて，流通システムがいかに変容してきたのかを
捉えることができた。地域における将来的な流通環境の展望にも有効となろう。 
